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フォークとは？

元来英国地方の民族音楽のこと。

そこから派生して、小編成で自作自演の歌を歌うスタイルが
流行。

日本でも70〜80年代に流行。だんだん電気楽器も取り入れ
洗練されていき、ニューミュージック→J-POPと変遷していっ
た。
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フォークの音楽的特徴

ギター一本の弾き語りやデュオなどアコースティックギターを
中心とした小規模な編成で演奏される。

CDではバンドでアレンジされていることも多いが、作曲段階
ではギター弾き語りで作ることが多い。

そのため、アコギ一本の弾き語りだけでも十分成立する楽曲
になっていることが特徴。

©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO ©️Sigeru Aoyama



©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO ©️Sigeru Aoyama

フォークのアレンジと打ち込み

① 女性シンガー系楽曲
参考曲：裸の心 / あいみよん

② 男性シンガー系楽曲
参考曲：香水 / 瑛人、うちで踊ろう / 星野源

③ 歌謡フォーク系楽曲
参考曲：365日の紙飛行機 / AKB48

④ フォークロックバンド系楽曲
参考曲：空も飛べるはず / スピッツ
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①女性シンガー系楽曲

あいみょん『裸の心』のような、女性シンガーソングライター系の
バラード～ミドルテンポの楽曲を想定。
前半はAメロ〜Bメロを想定して静か目のアルペジオ、
後半はサビを想定してストロークで盛り上げている。



前半部
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前半部のアーティキュレーション
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サビ部分
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16ビートの基本パターン1を使用



②男性シンガー系楽曲
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瑛人『香水』、星野源『うちで踊ろう』等、男性シンガーソングライター系の
グルーヴィーなアコースティック曲を想定。
洋楽でもExtremeの『More than words』などで聞かれるタイプ。



パターンの特徴
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というパターンが基本

ブルースやブラックミュージックに見られるパターンで、
コードもテンションや分数などが多い。

2拍、4拍のパーカッシブなミュート音が特徴
右手でミュートする際、意図的に強く弦に当てて音を出す。



打ち込み
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③歌謡フォーク系楽曲
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AKB48『365日の紙飛行機』のような70年代の歌謡フォーク超楽曲を想定。
当時は「フォーク」が最先端の音楽だったので、流行歌である「歌謡曲」でも
フォーク調のアレンジが聞かれた。昨今の楽曲でもフォークっぽさを演出するため
にはスリーフィンガーが使われることも多い。



２本のアンサンブル
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A.G.1 レギュラーチューニング キー=G

A.G.2 カポタスト：5F キー=D（4度上）

2本は左右にステレオで振ると良い。

左右でタイミングも少し（数ティック）ずらすと良い。



A.G.1 画面
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A.G.2 画面
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④フォークロックバンド系楽曲
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スピッツ『空も飛べるはず』のような70〜80年代のフォークロック路線のバンド曲を
想定。もともと少人数だったフォークが大会場で演奏されるようになり、
バンド形式に発展していったのがフォークロック。アコギが目立つスタイルながら
歯切れの良い8ビートを聞かせる楽曲が多い。



2本のアンサンブル
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A.G.1 6弦アコギ による8ビートストローク

A.G.2 12弦アコギ での単音リードプレイ

12弦ギターはフォークロック系のリード楽器の定番。
6〜３コースはオクターブで、2〜１個ーすはユニゾンで打つ。

復弦をピッキングするときは微妙にタイミングがずれるので、数ティック〜
十数ティックほどずらすと良い。あまりカチカチせずランダムにずらす方が
ベター。



A.G. 画面

©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO ©️Sigeru Aoyama



12st.G 画面
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